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ワークシ ョップ

「コーディネーションJから 「コ・オーデイネーション」へ:

コオーディネーショントレーニングの実践

荒木秀夫 (徳島大学)

1.はじめに

この 1世紀の聞にスポーツパフォーマンスは飛

躍的に向上した.これにはスポーツ科学の進歩が

貢献しているのは事実であるが， 一方でスポーツ

とスポーツ指導の経験に基づく実践的検証による

貢献も大きい.筋力や持久力などの狭義の体力的

な要素は，人聞が生物である限り，その発達には

限界があり， トレーニングの上でもリスクが次第

に増大していく.筋力や持久力を高めることに限

界を感じたら何を目指すことになるのか.ここに

スポーツの本来の原点である 「巧綴性に満ちた動

き」に目を向けることになるだろう.技術，技能，

巧鍛性，スキル，巧みさ・・これらの用語に象徴

される身体能力は，本来，人類が霊長類の中から

さらに一歩進んで獲得した能力である.この発想

がコオーディネーショントレーニングの源泉と

なっている.

コ(オ)ーデイネーショントレーニングは，旧

東ドイツより始 まっ たとされてい るが，コ

(オ)ーデイネーション能力 という概念は，すで

に1世紀ほど前から登場していた.科学と科学思

想の歴史において，部分と全体との関係性の問題，

このことカfコオーディネーション官旨力とコオー

デイネーショントレーニングにおける最も重要な

問題であったといえる.この点を踏まえた上で，

コーディネーションからコオーディ ネーションへ

の変遷とその諸問題について触れてみたい.

2. Iコオーディネーションjの理論的背景

コ(オ)ーデイネーション トレーニングとして

実践される運動は，一見すると従来からのスキル

系トレーニングとの違いが不明確となる場合が多

い.複雑で，奇抜で、あ り，風変わりな運動がコ

オーディネーショ ントレーニングではない.極め

て単純な運動でもコオーデイネーシヨ ントレーニ

ングとなりうる.確かにその堺は明瞭なものとは

言い難いが，少なくとも，コオーデイネーション

トレーニングには，固有の目的，視点があ り，原

理があるはずである.

この問題は，やはり科学と経験との関わり から

考察する必要があるだろう .スポーツ運動をどう

捉えるのかは，スポーツにおける実践に大きく関

わる.科学と実践 (経験)という点から見るなら

ば，常に二つの対峠的な解釈が存在する.それを

例示するならば， 二つの空間， 二つの時間， そし

て二つの人間である.空間も時間も，物理学的に

は相対性を示すとはいえ，人間の生活的な時空間

の範囲では，絶対的であり一定である.1mは常

に1mであり， 1秒は常に 1秒である.スポーツ

科学においては，バイオメカニックスならずとも

生理学，生化学においても，この絶対性によって

運動科学 ・スポーツ科学が成り たっている.しか

し，スポーツの実践において，同じ距離，同じ時

聞が，広く長いと感じ，狭く短いとも感じる.こ

の感じ方の違いは， スポーツにおける戦術に大き

な影響を与える.選手は経験から，ある時空間を

引き出すし， その方法を トレーニングと しても学

んでいく .すなわち科学則に基づく 人間科学の一

方で， 経験則に満ちた人間行動に対する思いが錯

綜しながらスポーツは連綿と続いてきた.まさに

2つの人間観の存在である.

こうした科学則と経験則は，やがて実践理論を
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通じて統一的に把握されることになる.旧社会主

義国家が，スポーツ競技力を高めるためにいかな

る手段をとったのか・・・・，スポーツ科学の貢献も

確かにあったが，その一方で，日本の心理学者に

学んだということも知られている. 1980年代の

ことである.そして米固などの西側でも，スポー

ツ科学とともに，より広く科学全般に視野を広げ

ながら競技力向上を目指した.このような，より

総合的な視点はどこから来たのかという点では，

まさに科学，学問に共通する，ある変遺が大きく

関係している.

それは， 1940 ~ 1960年代にかけて世界観，自

然観，人間観といった思想が変貌を遂げたことで

ある.一言でいうならば， ["システム論」の登場

である.正しくは，システム的な見方の登場と言

えるだろう.その細部の思想、は多岐にわたるが，

様々な科学者，思想家，哲学者によって提唱され，

部分を部分として捉えずに，全体との関係から捉

えるといった見方であり，要素と要素との関係性

を重視するといった見方である.このことは，身

体観と運動観にも大きな影響を与えた.すなわち，

19世紀以降からの分析科学的発想から，運動そ

のものを全体として捉えるという発想の芽生えで

ある.こうした流れの中でコオーディネーション

理論もまた必然的に現れてくることになる.

3. コオーディネーションの概念

コオーディネーションの概念は，様々な領域で

成立している.かつて日本では体力的な概念とし

ての Coordinationが 「協応jという用語で用いら

れていた.運動学的にはマイネル理論における

Koordination，またスポーツ科学においては

Coordinationが，運動のシステムまたはシナジー

の理論として特にバイオメカニックスを中心に用

いられている.このようなスポーツや運動に限ら

ず，広くは情報科学，工学，言語学，認知科学な

どでも「運動」を基軸とした意味での

Coordinationという用語が用いられている点は注

目に値する.いずれの場合も，日常的に使う一般

的なコーデイネート，コーデイネーションという

意味ではなく， Bernsteinによる運動の「自由度

問題」に関わるものが多く，これを重点的に扱っ

ている点に特徴が見られる.このことは身体と運

動の意義が，学術的に広く解釈されるようになっ

たことと関係していると思われる.

スポーツの多様性を考え，これらのコオーデイ

ネーションの概念に共通する要因に着目すると，

それは 「行動的概念jとして捉えることが重要で

あるというのが筆者の立場である(図 1).体力

科学やスポーツ科学における Coordinationの概念

においては，個々の要素が重視されている.その

要素聞の関わりが，まさに「コーデイネーションj

、 / 概念 etミー / 
/二九一_.~__ _JL~_二六 情工学的概念制御システム的概念 えCoordination) ___ '" 

- --------._ミー一 、~ーーー一一一--__，i Coordination 
Coordination 2_一 一ー---

図1 Coordinationの概念における系譜



ということになり，人間の運動能力全般に見る巧

綴性に満ちた「身のこなし」を念頭においたもの

といえるだろう.

マイネlレ理論における核となるものは何か.そ

れを，金子 (1981，訳)はモルフォロギー的運動

学と捉えている.また，萩原と綿引 (1980，訳)

においては Bewegungslehreを動作学とし，運動

の概念と区別している.しかし，いずれの場合に

おいても Koordinationは「協応」と訳した点で

は共通していた.その後，改訂版においては，綿

引 (1991，訳)は， Iコオーデイネーションjと

表記するに至り，さらに「コオーデイネーション

トレーニング」の紹介によって(綿引， 1990)， 

この表現が広く用いられるようになった. Iオ」

を含む用語が，はじめて用いられたことになる.

コーディネーションとコオーディネーションの

使い分けは， ドイ ツ運動学・動作学の分野から，

様々な議論が成り立つであろうが， 筆者は別の観

点から， 意図して 「コオーディネーション」と表

記するようにしている.英語としてのCoordination

は， 17世紀初頭から文献的に登場しているよう

であるが，運動に関わる分野では，かなり特別な

意味合いを含んでいた. 19世紀から 20世紀に至

るころ， Foerster (1902)は， ドイ ツ語の著作の

中で， Coordinationのみを英語で表記している.

これは Coordinationを対象とした自然科学分野の

著作であるが，この用語が一般的な用語としてで

はなく，特異なタームとして認識されていること

が伺われる.先に述べたように Coordinationの概

一・ . - ・ー
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念は多岐にわたるが，それらに共通した運動観，

身体観は認知，言語，社会をも網羅することにも

なり，人間行動の特性を意味するものと解釈でき

るはずである.

Coordinationは，生理学，バイオメカニックス

においては， Co-ordinationと表現されることも

ある.こうして Coordinationの問題は，いずず、れの

場合でも

くとも運動の理論でで、は重要な意味合いを含んでい

た.体力科学的， スポーツ科学的にはコーデイ

ネーシヨンであっても行動学的には「コ・オー

ディネーション」といった表記が筆者にと っては

なじむ.すなわち，コオーデイネーションの 「オ」

の意味するところは， I統合性Jの観点の追求に

あるといえる.このことが，コオーデイネーショ

ン能力のf巴握とコオーデイネーショントレーニン

グにおいても具体的に展開されることになる.

4.コオーディネーション能力

図2に示したのは，筆者によるコオーデイネー

ション能力の構成図である.それぞれの能力には，

旧東ドイツで用いられている用語と同ーのものが

含まれているが，その内容は異なる.ここでの能

力論は，神経系の発達と神経機構の観点からまと

めたものであると同時に，具体的な人間の運動制

御，行動制御としての観点から把握したものであ

る (荒木， 2008).しかし個々の能力は， 個別に

存在するのではなく，相互に関わりながら存在す

る.かりに生理学，生化学，あるいはバイオメカ

A・H・..，- ." 
・・・・一 . 

.... -......... 
・.

結合能力 変換能力

分化能力 時空間変換能力 リズム能力

空間制御 解筋能力 可動能力 時間制御

・・・・ 平衡能力J

図2 コオーデイネーショ ン能力の構造



142 

ニックスの領域であれば，用いられる用語は個別

の定義として明確でなければならない.しかしコ

オーデイネーションにおける能力論は，純粋科学

における定義とは異なる.綿引 (1990)が，その

重要性を強調したメルクマールのようでもあり，

あるいは金子 (2005)が注目したモルフォロギー

の考え方によるバイアスが筆者にかかっているの

かもしれない.コオーデイネーション能力の捉え

方は， I感性に満ちた知性」による運動的な解釈
である.これは科学として見るならば，まさに

Assumption (作業仮説)としての存在でもある.

いかなる運動を構築するか，スポーツのスキルを

どう組み立てていくのか，およそ筋，神経，循環

器などから理論的に組み立てようとしても，これ

に到達するものではない.この間を埋めるものが

コオーデ?イネーションである.

しかし，この能力の捉え方とてもスポーツ実践

という場で考えるならば，成立しにくい.なぜな

らば，能力の相互の融合性がさらに具体的な運動

において表れるからである.例えば， I定位能力
と分化能力は区分されるか」という命題である.

実践的には， 3つの階層性に区分することが妥当

であろう.それは図3に示したように，第 1に平

衡能力に関わるものであり，コオーデイネーショ

ン能力の基盤となるものである.第2に定位分化

能力と反応リズムに関わる能力であり，これらは

いずれも時間と空間の制御を含む.第3に運動結

合変換能力，ある意味では，最もスポーツトレー

ニングに接近した能力ともいえる.こうした 3つ

の階層， 4つの能力は，その周辺に何らかの個別

の能力を念頭におくことがあっても，人間の運動

として表出するコオーデイネーション能力の構成

である.しかし，それでもコオーデイネーション

能力は相互に連関する.従来から行われているス

キル系のトレーニング，たとえばアジリテイ，バ

ランス，スピードを目的としたトレーニングにお

いても同じことがいえる.

コオーデイネーショントレーニングの固有性と

は{可か，それはいかなるコオーデイネーショント

レーニングにおいても共通した視点を持つことに

あるといえる.すなわち生態系 (環境)の問題で

あり，感覚運動統合の問題であり，運動発生の問

題という視点である.言い換えると，これらの視

点もコオーディネーション能力といえるものであ

る.3つに限るものではないが，このようないく

つかの視点を持ってトレーニングをプログラム化

し，具体的に実践することによってコオーデイ

ネーショントレーニングが成りたつ.この能力と

視点の組み合わせ，あるいは能力群の組み合わせ

こそが，コオーデイネーション能力の相互関連性

を実践において生かすコオーディネーショント

レーニングの固有性であり，ここに「コーデイ

ネーション」から「コオーデイネーション」を区

分する一線があるように思う.

5. コオーディネーシ ョントレーニングの目的

コオーディネーショントレーニングに関わる若

干の問題について触れてみたい.コオーデイネー

ショントレーニングが，従来のトレーニングと何

が違うのかという疑問は，実際のコ(オ)ーデイ

第3の段階 -E軍事習宰事司調理・・

第2の段賠 -回曙揮官事司・ -河田11.・国~I海軍・

第 1の段階 -・E孟瞳
図3 運動実践で展開されるコオーデイネーション能力の構造



ネーショントレーニングとして実践されているの

を見ると抱かざるを得ない.すくなくとも，コー

ン，ラダー，ロープ，ボールなど，およそスキル

に関係するトレーニングで用いられる用具による

トレーニングは，コオーデイネーショントレーニ

ングと称しでも，やはり理解しづらい.しかし，

こうした従来のスキル系のトレーニング自体は，

かつてはコーディネーショントレーニングとして

捉えられていたはずで、ある.

コオーデイネーショントレーニングとは何か.

そこには目的・目標の問題から理解する必要があ

る.コオーディネーショントレーニ ングの目的

は・・・，たしかに運動そのものを構築し獲得する

ことも含む.しかし重要な点はトレナピリティの

問題である.コオーデイネーショントレーニング

は，運動そのものを獲得する以上に，運動の学習

能力の獲得が重要である.これを神経系トレナピ

リティの形成とも言って良いだろう .競技専門的

なスキル系のトレーニングと異なる点はここにあ

る.そのためコオーディネーショントレーニング

は完成度を求めない.身体と脳に，あるいは精神

に刺激を与える，感受性に訴えるというものでな

ければならないというのが結論である.

コオーディネーショントレーニングにおいて，

徹底的にこれを行うのであれば，一般的なスキル

トレーニングにおけると同様;に，そのトレーニン

グ自体が向上するかもしれない.しかし，はたし
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てそれがスポーツ種目そのもののスキルの向上に

つながるのであろうか.ラダートレーニングの達

人となってもアメリカフットボールやサッカーの

スキルが後退することもありえる.本来はそのス

ポーツ競技のスキル全体を獲得しやすくすること

こそが目的であるはずである.さらに， 特定のス

ポーツに限らず，スポーツ全般的のト レナピリ

ティにも効果をもたらし，なおかつ，あらゆる人

間の潜在的な諸能力を高める ことを目的とするこ

とが理想であろう (図4). 

人間のスポーツにおける能力は言うまでもなく

「身体Jに限らない.言語活動が脳の運動領域と

密接であるという近年の脳科学の成果，また過去

の歴史に登場した身体技法の叡智から，スポーツ

における知性と身体の関わりの重要性が認識させ

られる.スポーツのトレーニング， スポーツの指

導において，感じることから理解すること，感性

に満ちた知性の獲得ことそがコオーディネーショ

ントレーニングの究極的な目的といえるだろ う.

6.まとめ

スポーツにおけるト レーニングは，人間本来の

運動に焦点を向け始めたといえる.それは巧鍛性

によって表される運動である.しかしスポーツ科

学が本格的に普及し始めた半世紀のはるか前に

人間は 「巧綴性に満ちた動き」の習得法を獲得し

たことを見逃すことはできない.コオーデイネー

コオーディネーショントレーニングの目的‘. ••• • 

|行動のスキル I_~ .~.^ "'n___...l.... I 
|スポーツ全般のスキル|

|特定スポーツのスキル|

-

l

・・・
・・・・・

v

・・
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

・
百

図4 コオーデイネーション トレーニング目的の発展性
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ショントレーニングは獲得された経験則に，科学

則を統合させようとするもの，そして運動の全体

性を受け入れ，これに潜在的な諸能力の連関に焦

点を当てた実践論に基づいて行われるものであ

る.その方向性は，一般的，抽象的な概念として

の「コーデイネーション」から，理論・実践の統

一概念としての「コオーデイネーションjへと進

むというのが筆者の考えである.rオ」という表
記の有無を，単なる表現の問題としてではなく理

論と実践の統ーという問題として捉え，実現して

いきたいと，常に指導現場で痛感している.

(本稿は，ワークショップにおける講義編をまと

めたもので，実技講習の内容については省略させ

ていただいた)
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